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静止指文字認識、ジェスチャ認識システム
手の形による電子機器の操作 （マン・マシンインタフェース）
カメラ画像による位置同定システム

• 画像データに含まれる特定の色領域の形を分類し認識することができるアルゴリズム

• 画像内で、認識する領域の位置が変化しても認識可能

• 大きさ補正を行うため、大きさの変化に対しても頑健な認識が可能

• 動画認識（ジェスチャ認識）への拡張が可能

次のシステムに本アルゴリズムを応用
して、その有効性の確認を行っている。

• 指文字認識カメラ
アルファベット指文字のうち静止画と
して定義される24文字の認識をリアル
タイムで行えるシステム（右図）。
FPGAを用いた専用ハードウェアとする
ことで高速動作が可能
認識率（２４文字）：９５％以上
認識速度 ６０回／秒

• 色マーカを用いた室内認識システム
室内に赤色のマーカを設置し、全方
位カメラで撮影した画像（撮影位置に
よりマーカの形が変わって見える）か
ら、撮影場所を同定するシステム
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